
市
で
は
「
市
民
の
願
い
が
か
な
う
南
九

州
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
」
の
実
現

に
向
け
、
さ
ら
な
る
市
民
の
一
体
感
の

醸
成
、
郷
土
愛
の
高
揚
、
市
の
Ｐ
Ｒ
を

図
る
た
め
、
市
歌
を
制
定
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課　

☎
23

－

２
１
１
５

市
民
に
愛
さ
れ
る
歌
詞
を
選
定

　

平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
16
日

ま
で
、
全
国
か
ら
歌
詞
を
募
集
。
た
く

さ
ん
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
歌
選
定
委
員
会
に
よ
る
厳
正
な
選

定
の
結
果
、
石
原
一か

ず

輝て
る

（
東
京
都
）
さ

ん
の
歌
詞
が
最
優
秀
作
品
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
今
年

度
、
こ
の
歌
詞
に

曲
が
付
け
ら
れ
、

市
民
の
皆
さ
ん
に

愛
さ
れ
る
都
城
市

歌
が
誕
生
し
ま

す
。

●
最
優
秀
作
品
賞

　

石
原
一
輝
さ
ん
（
東
京
都
）

●
優
秀
作
品

　

水
木
亮り

ょ
う

さ
ん
（
山
梨
県
）

　

富
松
良
夫
顕け

ん

彰し
ょ
う

委
員
会
（
都
城
市
）

　

岡
部
剛た

け

機き

さ
ん
（
奈
良
県
）

　

大
井
田
雄ゆ

う

策さ
く

さ
ん
（
東
京
都
）

　

保や
す

岡お
か

直
樹
さ
ん
（
東
京
都
）

希き

望ぼ
う

に
み
ち
て 

―
都み

や
こ
の
じ
ょ
う城
市し

歌か

―

　
　

作
詞　

石
原
一
輝

　
　

補
作　

都
城
市
市
歌
選
定
委
員
会

一
、
高た

か

千ち

穂ほ

の
峰み

ね　

輝か
が
や

い
て

　
　

希き

望ぼ
う

に
満み

ち
た　

朝あ
さ

が
来く

る

　
　

若わ
こ
う
ど人
の
力ち

か
ら　

結む
す

び
合あ

い

　
　

築き
ず

く
よ　

明あ

日す

の　

都み
や
こ
の

城じ
ょ
う

　
　

明あ
か

る
い
笑え

顔が
お　

あ
ふ
れ
て
る

二
、
大お

お

淀よ
ど

川が
わ

の　

水み
ず

清き
よ

く

　
　

人ひ
と

々び
と

集つ
ど

い　

語か
た

り
合あ

う

　
　

や
さ
し
い
心こ

こ
ろ　

育は
ぐ
く

ん
で

　
　

夢ゆ
め

を
ひ
ろ
げ
る　

都み
や
こ
の

城じ
ょ
う

　
　

幸し
あ
わ

せ
ま
ち
に　

あ
ふ
れ
て
る

三
、
あ
や
め
の
花は

な

も　

桜さ
く
ら

木ぎ

も

　
　

時と
き

を
忘わ

す

れ
ず　

野の

を
染そ

め
る

　
　

豊ゆ
た

か
な
自し

然ぜ
ん　

ほ
こ
ら
か
に

　
　

歴れ
き

史し

重か
さ

ね
る　

都み
や
こ
の

城じ
ょ
う

　
　

文ぶ
ん

化か

の
香か

お

り　

あ
ふ
れ
て
る

都
城
市
歌
の
歌
詞
が

都
城
市
歌
の
歌
詞
が

選
定
さ
れ
ま
し
た

選
定
さ
れ
ま
し
た

都
城
市
歌
の
歌
詞
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
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活
動
目
的

　

平
成
12
年
度
に
策
定
さ
れ
た
国
の

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
」
の
中
で
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
に
向
け

た
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
環
境
整

備
の
た
め
の
重
点
施
策
と
し
て
「
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
が
位
置
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
現
在
、
横
市
地
区
と
沖

水
地
区
、
高
城
地
区
で
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
を
取
り
入
れ
、
実
情
を
反
映
し
た
競

技
や
種
目
の
選
定
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー
の

提
供
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

運
営
の
特
徴

　

ク
ラ
ブ
の
会
員
が
会
費
を
支
払
い
、

自
分
た
ち
で
運
営
す
る
こ
と
か
ら
、
会

員
や
地
域
の
人
た
ち
の
要
望
を
踏
ま
え

た
、
魅
力
の
あ
る
競
技
や
種
目
が
選
択

さ
れ
ま
す
。
会
員
は
、
体
力
や
目
的
に

あ
っ
た
練
習
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
や
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
身
近
な
地
域
の

施
設
を
利
用
す
る
の
で
、
継
続
的
に
活

動
が
で
き
、
会
員
や
地
域
の
人
同
士
の

交
流
も
深
ま
り
ま
す
。

活
動
内
容

　

子
ど
も
向
け
の
水
泳
や
体
操
な
ど
の

教
室
、
成
人
向
け
の
テ
ニ
ス
や
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
な
ど
そ
の
種
目
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
ま
た
、
個
人
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ

た
練
習
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど
も
行
わ

れ
て
い
て
、
希
望
す
る
地
域
の
人
全
て

が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

あ
な
た
の
力
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の

参
加
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
り
学

ん
だ
り
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
指
導
し

た
り
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
た

り
す
る
な
ど
、
あ
な
た
の
経
験
や
力
を

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
生
か
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
内
の
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
城
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
】

活
動
拠
点　

高
城
地
区

活
動
内
容　

キ
ッ
ズ
教
室
（
運
動
、
水

泳
、
バ
レ
エ
）、
歩
こ
う
会
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
、
フ
ッ
ト
サ
ル
な
ど

問　

☎
58

－

５
５
１
４

【
都
城
西
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
】

活
動
拠
点　

横
市
地
区

活
動
内
容　

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
、
コ

オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ヨ
ガ
・
リ
ズ

ム
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
な
ど

問　

☎
24

－

２
８
５
８

http://w
w
w
.jabun.net/tonishi/

【
コ
ス
モ
ク
ラ
ブ
都
城
設
立
準
備
委
員
会
】

活
動
拠
点　

沖
水
地
区

活
動
内
容　

ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
な
ど

問　

☎
０
８
０

－

２
７
７
２

－

１
８
１
８

http://am
eblo.jp/cosm

oclub-
m
iyakonojo/

子
ど
も
か
ら
働
く
世
代
、高
齢
者
ま
で
、

地
域
の
全
て
の
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体

力
や
目
的
に
合
っ
た
競
技
種
目
を
、
身

近
な
地
域
の
施
設
で
楽
し
む
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
。

今
回
の
特
集
で
は
、
設
立
準
備
中
を
含

め
、
市
内
に
３
つ
あ
る
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
や
魅
力
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

－

９
５
４
６

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

あ
な
た
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

しっかりサポートします

NPO法人高城スポーツクラブ
尾
お

曲
まがり

ともみさん（クラブマネージャー）

　高城スポーツクラブでは、地
域にある公設の温泉施設を利
用した子ども向けの水泳教室
や、サークル活動からスタート
したソフトテニスなど、地域の
皆さんの声を生かした種目や練
習メニューを提供しています。
　運動やスポーツは健康と笑顔
の源。地域の皆さんの健康づく
りをしっかりサポートします。

インタビュー
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下
水
道
に
接
続
し
て

河
川
環
境
を
改
善
し
ま
し
ょ
う

　

現
在
、
市
に
は
、
６
つ
の
下
水
道
処
理

区
が
あ
り
、
処
理
面
積
は
２
、１
９
９
・３

㌶
、
処
理
人
口
は
７
０
、３
２
９
人
と

な
っ
て
い
て
、
そ
の
う
ち
下
水
道
に
接

続
し
て
い
る
割
合
は
79
・
63
㌫
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
新
し
く
下
水
道
が
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
該
当
地
区
に
住
ん
で
い
る

人
は
、
下
水
道
へ
の
速
や
か
な
接
続
に

協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す
で
に
下
水

道
供
用
区
域
に
住
ん
で
い
て
接
続
が
ま

だ
の
人
も
、
早
め
の
接
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

下
水
道
の
役
割

●
河
川
の
水
質
を
改
善
で
き
ま
す

　

家
庭
の
ト
イ
レ
や
台
所
、
風
呂
場
、

洗
面
所
な
ど
の
生
活
排
水
や
工
場
排
水

を
、
終
末
処
理
場
で
き
れ
い
な
水
に
し

て
、
河
川
の
汚
れ
を
防
ぎ
ま
す
。

●
悪
臭
や
害
虫
の
発
生
を
抑
え
ま
す

　

生
活
排
水
や
工
場
排
水
が
道
路
の
側

溝
に
流
さ
れ
な
く
な
る
の
で
、
悪
臭
が

な
く
な
り
、
ハ
エ
や
蚊
な
ど
害
虫
の
発

生
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

未
来
へ
残
そ
う

　

き
れ
い
な
水
を
！

私
た
ち
の
大
切
な
水
資
源
を
未
来
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、

大
淀
川
流
域
の
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
た
、
河
川
浄
化
に
向
け
て

の
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に

下
水
道
の
供
用
を
開
始
し
た
区
域

（
平
成
25
年
度　

下
水
道
工
事
完
成
区
域
）

●
都
城
処
理
区

一
万
城
町
、
広
原
町
、
早
水
町
、

志
比
田
町
の
一
部

平
成
26
年
度
公
共
下
水
道
工
事

予
定
箇
所

●
都
城
処
理
区

一
万
城
町
、
広
原
町
、

志
比
田
町
の
各
一
部

接
続
工
事
は
指
定
工
事
店
で

　

接
続
工
事
は
、
必
ず
市
の
指
定
工
事

店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
工
事

店
は
、
後
で
不
具
合
が
生
じ
な
い
よ
う

排
水
設
備
の
構
造
な
ど
細
か
な
点
ま
で

市
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
後
の
融
資
申
請
を
含
む
全
て
の
手

続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
指
定
工
事
店
以
外
が
工
事
を

行
う
と
違
反
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

中
央
・
都
城
処
理
区

下
水
道
課　

☎
23

－

５
９
２
１

各
総
合
支
所
管
内
の
処
理
区

各
総
合
支
所
建
設
課
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雨水貯留槽を設置すると…
●雨水の活用により、水道水の節約
　ができます
●雨水を一時的に貯留することで、
　河川の負担を軽減します

雨水浸透施設を
設置すると…
●雨水を地中に戻し、地下水
量を保全します
●雨水の流出を抑え、浸水被
害を軽減します

下水道が使えるようになったら
●下水道へ切り替える際に、現在使用している
単独・合併浄化槽を雨水貯留施設に転用で
きます

雨どい取り付け型

貯留施設

浸透施設

浸透升

浸透トレンチ

浄化槽を転用した雨水利用システム

雨水

雨どい

旧排水升
マンホール

ポンプ

逆止弁

雨水升

蛇口

浄化槽タンク

満水時のオーバー
フロー雨水

隔壁も撤去する

雨
水
貯
留
施
設
普
及
の
た
め
の

助
成
制
度

　

補
助
対
象
と
な
る
雨
水
貯
留
施
設

は
、
容
量
１
０
０
㍑
以
上
で
、
流
入
前

の
ご
み
取
り
装
置
、
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー

配
管
、
水
栓
を
備
え
て
い
る
簡
易
な
施

設
で
す
。

●
補
助
対
象
者　

市
内
に
居
住
し
て
い

る
人
（
個
人
の
み
）

●
対
象
地
域　

市
内
全
域

●
補
助
金
額　

設
置
工
事
に
要
し
た
費

用
の
３
分
の
１
（
上
限
３
万
円
）
で
、

設
置
は
１
戸
に
つ
き
１
基
の
み

※
昨
年
度
平
均
補
助
金
額　

２
万
円
／

基
●
申
請
期
限　

設
置
か
ら
１
ヶ
月
以
内

※
補
助
基
数
に
は
限
り
が
あ
る
た
め
、

受
け
付
け
は
先
着
順
で
す
（
事
前
予

約
可
）。
補
助
を
受
け
た
い
人
は
、

雨
水
貯
留
施
設
（
タ
ン
ク
）
購
入
前

に
、
必
ず
、
森
林
保
全
課
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い

井
戸
水
を

利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

市
で
は
井
戸
の
硝

し
ょ
う

酸さ
ん

態た
い

窒ち
っ

素そ

濃
度
の

水
質
検
査
（
無
料
）
を
年
数
回
、
継
続

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

基
準
値
を
超
え
る
井
戸
は
徐
々
に

減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
も
基

準
値
を
超
え
て
い
る
井
戸
が
あ
り
ま

す
。
希
望
す
る
人
は
、
森
林
保
全
課
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
検
査
を

継
続
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。

※
硝
酸
態
窒
素
は
細
菌
や
大
腸
菌
な
ど

と
は
異
な
り
、
煮
沸
し
て
も
取
り
除

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

齊
さい

野
の

平
ひら

虎
とら

見
み

・淑
よし

子
こ

さん
（上川東二丁目）
環境保護への思いと、趣味
の園芸に役立ててみようと
設置しました。花の水やりや、
作業後の簡単な手洗いなど
に利用しています。ホースを
使うと、片付けに苦労しまし
たが、事前にペットボトルな
どに小分けして使っているの
で、省力化にもつながってい
ます。大変便利なので、友
人にも設置を勧めています。

私
た
ち
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
地
下
水
を
将
来
に
わ
た
っ
て
守
っ
て
い
く
た
め
、
市

で
は
、
雨
水
貯
留
施
設
（
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
な
ど
）
お
よ
び
小
規
模
雨
水
浸
透
施
設

（
雨
水
浸
透
升
な
ど
）
を
設
置
す
る
人
に
対
し
、
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
で
、地
下
水
の
量
的
保
全
に
役
立
ち
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

森
林
保
全
課　

☎
23

－

２
１
５
２

地
下
水
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と

趣味の園芸が
楽しくなりました
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